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復
興
報
道
に
被
災
者
の
視
点
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
16
年
、
記
者
と
し
て
、

研
究
者
と
し
て
被
災
現
場
を
見
て

き
た
者
と
し
て
の
忠
告
だ
。
前
の
め

り
の
復
興
報
道
は
、
と
も
す
れ
ば

被
災
者
を
置
き
去
り
に
す
る
。
地

域
の
復
興
と
被
災
者
の
再
生
と
は

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
復
興
に

か
か
わ
る
政
策
、
制
度
改
変
を
地

道
に
追
い
続
け
、
定
期
的
に
支
援

の
見
取
り
図
を
描
き
出
し
て
見
せ

る
。
こ
の
戦
略
的
な
復
興
報
道
な

く
し
て
、
被
災
者
が
再
起
に
向
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
想
定

す
る
こ
と
は
実
に
困
難
な
の
だ
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
構
想
会

議
提
言
で
は
、
日
本
経
済
の
再
生

を
図
る
先
導
的
役
割
を
被
災
地
に

担
わ
せ
る
ビ
ジ
ョン
が
う
た
わ
れ
て
い

る
。
半
面
、
被
災
者
の
生
活
再
建

や
人
権
の
回
復
と
いっ
た
言
葉
は
一

度
も
登
場
し
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
は
、

こ
の
点
を
しっ
か
り
指
摘
す
べ
き
で
あ

っ
た
。
阪
神･

淡
路
大
震
災
の
折
、

首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
阪
神
・
淡

路
復
興
委
員
会
は
、
上
海
長
江
交

易
促
進
プ
ロ
ジェク
ト
や
ヘル
ス
ケ
ア
パ

ー
ク
と
いっ
た
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
、
神
戸
市
も
医
療
産
業
都
市
や

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
建
設
な

ど
の
都
市
構
想
を
打
ち
上
げ
た
。

し
か
し
、
住
ま
い
を
失
っ
た
被

災
者
へ
の
住
宅
再
建
支
援
や
二
重

ロ
ー
ン
解
消
の
手
立
て
は
な
く
、

借
家
人
の
受
け
皿
住
宅
建
設
な
ど

も
大
幅
に
遅
れ
、作
家
小
田
実（
故

人
）を
し
て「
こ
れ
は『
人
間
の
国
』

か
」
と
い
わ
し
め
た
。
5
万
4
千

人
と
も
言
わ
れ
た
県
外
被
災
者
の

多
く
は
借
家
人
で
、
損
壊
し
た
ア

パ
ー
ト
や
住
宅
は
再
建
さ
れ
ず
、

あ
る
い
は
再
建
さ
れ
て
も
家
賃
が

跳
ね
上
が
り
、
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
に
は
戻
れ
な
か
っ
た
。

値
を
下
げ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は

関
西
一
円
か
ら
「
も
う
大
き
な
地

震
は
数
百
年
起
き
な
い
」
と
信
じ

た
人
た
ち
が
移
り
住
み
、
被
災
地

の
人
口
は
回
復
し
て
も
住
民
は
被

災
者
か
ら
非
被
災
者
へ
入
れ
替
わ

っ
た
。
一
方
、
壊
滅
的
被
害
を
受

け
た
神
戸
市
長
田
区
に
は
、
ア
ー

バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
（
都
会

的
な
リ
ゾ
ー
ト
都
市
）
の
う
た
い

文
句
の
も
と
、
再
開
発
の
手
が
入

り
、
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
た
が
、

各
フ
ロ
ア
に
は
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
」
の
よ
う
な
風
景
も
現
れ
た
。

中
央
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
「
車
通

勤
す
れ
ば
よ
い
」
と
言
っ
た
郊
外

の
復
興
住
宅
で
は
、
老
親
と
未
成

年
者
を
残
し
て
働
き
盛
り
が
い
な

く
な
る
「
中
抜
け
減
少
」
が
起
き

た
。
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
職

住
一
体
の
零
細
企
業
で
働
い
た
人

た
ち
に
車
通
勤
は
「
非
日
常
の
世

界
」。
職
を
求
め
て
都
心
部
へ
移

り
住
み
、
亡
く
な
っ
た
り
、
家
族

崩
壊
が
起
き
た
り
し
た
あ
げ
く
の

「
中
抜
け
現
象
」
だ
っ
た
。

04
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
や

00
年
の
三
宅
島
噴
火
災
害
で
は
、

帰
村
・
帰
島
が
大
き
な
政
策
目
標

と
な
っ
た
。
中
越
地
震
で
は
旧
山

古
志
村
に
村
の
一
般
財
源
の
約
30

倍
と
も
い
わ
れ
る
公
費
が
投
入
さ

れ
、
村
が
「
土
木
博
物
館
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
イ
ン
フ
ラ
が
一
新
さ

れ
た
。
三
宅
村
も
一
部
火
山
ガ
ス

の
放
出
が
止
ま
っ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
村
当
局
は
帰
島
を

決
意
し
た
。
し
か
し
、
山
古
志
で

は
平
時
の
5
倍
と
い
う
速
度
で
過

疎
が
進
み
、
三
宅
も
帰
島
率
は
6

割
程
度
に
と
ど
ま
る
。

「
も
は
や
右
肩
上
が
り
の
復
興

は
あ
り
え
な
い
」
と
言
っ
て
の
け
、

「
復
興
の
軸
ず
ら
し
」
な
る
考
え

方
を
提
唱
し
た
の
は
、
中
越
復
興

市
民
会
議
だ
。
復
興
の
座
標
軸
に

お
け
る
Ｙ
軸
に
人
口
や
地
価
、
事

業
所
数
な
ど
経
済
指
標
を
と
る
の

で
は
な
く
、
豊
か
さ
や
絆
と
いっ
た

人
々
の
幸
福
度
を
と
る
べ
き
だ
と
主

張
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
成
長
復
興

主
義
と
決
別
す
る
復
興
に
お
け
る

新
た
な
思
想
の
芽
生
え
で
あ
っ
た
。

災
害
は
平
時
の
脆
弱
性
を
一
気

に
顕
在
化
さ
せ
る
。
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
都
市
で
は
、

外
形
的
復
興
は
な
る
も
の
の
、
被

災
者
に
と
っ
て
は
「
地
主
復
興
」

「
高
所
得
者
復
興
」
に
過
ぎ
な
い
。

地
方
は
ど
れ
だ
け
公
費
を
投
入
し

て
も
、
復
興
の
時
間
速
度
と
比
例

し
て
過
疎
は
進
行
す
る
。

メ
デ
ィ
ア
は
、
過
去
災
害
か
ら

「
復
興
と
は
何
か
」
を
学
ば
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。「
被
災
者
に
寄

り
添
う
復
興
」
と
は
何
か
。
威
勢

の
よ
い
、
美
文
に
酔
っ
た
が
ご
と

き
の
復
興
構
想
会
議
提
言
を
も
て

は
や
す
の
で
は
な
く
、
一
向
に
進

ん
で
い
な
い
震
災
関
連
死
の
認
定

や
震
災
遺
児
の
調
査
、
阪
神
で
は

震
災
か
ら
15
年
も
た
っ
て
社
会
問

題
化
し
た
震
災
障
害
者
の
存
在
、

さ
ら
に
は
拠
出
金
の
破
綻
が
懸
念

さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

の
新
た
な
ス
キ
ー
ム
、
い
ま
だ
創

設
さ
れ
な
い
復
興
基
金
を
め
ぐ
る

議
論
、
復
興
構
想
会
議
が
否
定
的

な
見
解
を
示
し
た
政
府
や
自
治
体

が
被
災
地
を
買
い
上
げ
、
分
譲
地

や
公
営
住
宅
と
し
て
再
供
給
す
る

「
小
規
模
住
宅
地
区
改
良
事
業
」

な
ど
、
過
去
の
被
災
地
が
編
み
出

し
た
知
恵
や
制
度
の
行
方
を
定
期

的
に
検
証
し
、
そ
の
全
体
像
を
読

者
に
示
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
は
、
あ
る
程
度
の
紙
幅

や
放
送
時
間
が
な
い
と
説
明
が
十

分
に
で
き
な
い
制
度
問
題
を
避
け

る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
復
興

報
道
に
「
お
も
し
ろ
い
ニ
ュ
ー
ス
」

は
必
要
な
い
。
中
央
の
政
策
立
案

者
た
ち
に
考
え
さ
せ
る
。
そ
し
て
、

被
災
者
の
役
に
立
つ
ニ
ュ
ー
ス
を

毎
日
で
な
く
と
も
よ
い
。
継
続
的

に
掲
載
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

阪
神･

淡
路
大
震
災
で
は
、
震

災
2
カ
月
後
に
起
き
た
カ
ル
ト
集

団
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
、
首

都
圏
に
と
っ
て
大
震
災
は
ロ
ー
カ

ル
災
害
と
な
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

線
汚
染
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
、

そ
の
役
回
り
を
演
じ
て
い
な
い

か
、
懸
念
し
て
い
る
。

牛
肉
汚
染
や
電
気
の
15
％
カ
ッ

ト
も
大
変
な
問
題
だ
が
、
こ
れ
を

中
央
、
あ
る
い
は
全
国
の
読
者
や

視
聴
者
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
、
被
災
地
の
問
題
と

し
て
報
道
し
続
け
る
姿
勢
こ
そ
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。自
殺
、

震
災
関
連
死
、
震
災
破
産
、
震
災

遺
児
…
…
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
、

「
日
本
の
再
生
」
と
い
う
威
勢
の

よ
い
大
目
標
の
か
げ
に
隠
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
メ
デ
ィ
ア
の
ふ

ん
ば
り
を
求
め
た
い
。
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気
を
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け
た
い
前
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め
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復
興
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道

/
被
災
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復
興
の
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取
り
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を
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連
載
「
大
震
災
・
原
発
と
報
道
」

は
今
回
で
終
わ
り
ま
す


